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熱帯林の保全をめざして
－ REDD プラスのための技術解説書の刊行と
クレジット化のためのガイドラインの提案－

要　旨
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森林植生研究領域 佐藤 　保  　研究コーディネータ（温暖化影響研究）   松本 光朗
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背景・目的
地球温暖化の主な原因は石油・石炭を使うことで排出

される二酸化炭素（CO2）です。しかし、森林減少、特
に熱帯林の減少による排出も大きく、全体の２割を占め
ています。そのため、発展途上国の森林減少や劣化を防
いで排出量を削減する仕組みである「REDD プラス（レ
ッドプラス）」を作ろうと、国際交渉や各国で議論や取組
が進められています。

REDD プラス・クックブックの刊行
REDD プラスは、森林の炭素蓄積量に対して経済的な

価値を与えることによって、途上国が行う森林減少・森
林劣化を抑制することや、森林保全などを進めていくと
いう仕組みです。このため、科学的なアプローチによっ
て森林を継続的に計測し、森林の炭素蓄積量の変化を正
確に評価することが求められます。

現状では、森林炭素の変化量を継続的に計測する技術
を持った途上国はごくわずかであり、現在、国レベルの
森林炭素蓄積量の観測体制整備が進められています。し
かし、政策担当者や現場技術者が利用できる適切な技術
解説書がなく、その推進の妨げになっていました。

そこで、森林総合研究所では、REDD プラスの要点や
経緯、そして森林炭素計測手法について、分かりやすく
説明した、技術解説書「REDD プラス・クックブック」
を開発し、日本語版と英語版を刊行しました（図 1）。

この REDD プラス・クックブックでは、REDD プラス
についての成り立ちの経緯や、基本的情報について解説
するとともに、森林炭素計測手法についてわかりやすく
解説しています（図 2）。その中では、森林炭素の蓄積量
の経年変化を比較する方法（蓄積変化法）による CO2 吸

排出量の計測を推奨し、そのためのリモートセンシング
による森林分布の測定手法や、地上調査の方法について
解説しています。

REDD プラス実施ガイドラインの策定
我が国は、2013 年からの京都議定書第２約束期間には

参加しませんが、その期間は独自の排出削減活動を進め
ることを表明しています。そのひとつとして、二国間オ
フセット・クレジット制度（JCM/BOCM、以下 JCM と
略称）を進めています。これは、日本と途上国の二国間
の合意のもとで排出削減活動を行い、得られた排出削減
量を我が国の目標達成に用いるというものです。REDD
プラスを、この JCM の活動の一つとするためには、クレ
ジット化のための排出削減量の算定手法などを決める必
要があります。

そのため、クレジット化のための算定・報告手法の指
針を示した REDD プラス実施ガイドラインを提案しまし
た（図 3）。このガイドラインは、JCM の理念に沿って
運用しやすく、しかも信頼性が高くなければなりません。
そこで、気候変動枠組条約の関係国で行われている様々
な議論や先行して実施されている制度の分析などを踏ま
え、REDD プラスの先行事業を進めている団体や専門家
を交えたワークショップを開催し、広く意見を求めなが
らこのガイドラインを提案しました。

今後、REDD プラスが JCM に取り上げられ、世界の
REDD プラスの実施に貢献することを期待しています。

本研究は、林野庁の国際林業協力事業の一環として実
施されている「REDD 推進体制緊急整備事業」の成果です。

発展途上国の森林減少や劣化を防いで排出量を削減する仕組みとして「REDD プラス（レ
ッドプラス）」という取組みが、国際交渉や各国で進められています。しかし、途上国の森
林の減少や劣化を評価するために必要な技術解説書が少なく、途上国の政策担当者や現場技
術者の対応が遅れていました。また、REDD プラスを実行するには、炭素蓄積量に経済的な
価値を与える手法（クレジット化手法）の指針が必要です。そこで、森林総合研究所では、
分かりやすい技術解説書「REDD プラス・クックブック」を刊行し、さらにクレジット化の
ための算定指針を示した「REDD プラス実施ガイドライン」を提案しました。
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二国間オフセット・クレジット制度（ ）での利用を想定し、 プ

ラスの制度面、政策面の指針を提案しました。

要点は以下の通り。

○ 対象とする プラスの活動は、カンクン合意に基づき、 森

林減少からの排出の削減、 森林劣化からの排出の削減、

森林炭素蓄積の保全、 持続可能な森林経営、 森林炭素蓄

積の強化、に寄与するものとする。

○ 用いる衛星画像の解像度を 以上、森林・非森林の区分精度を

以上とするなどの条件を示した。

○ 参照レベルの開発方法として得られるデータ量に応じて３段階の

方法を示した。

図 プラス実施ガイドライン

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

• 第 章 プラスとは

• 第 章 森林モニタリングシステムの設計導入編

• 第 章 プラス取り組みのための基礎知識

• 第 章 森林炭素の計測、報告、検証（ ）

• 第 章 蓄積変化法によるモニタリング
計画編

• 第 章 プラス実施における前提

• 第 章 リモートセンシングを用いた森林面積の推定

• 第 章 固定調査プロットを用いた方法

• 第 章 林分炭素蓄積推定モデルを用いた方法

技術編

• 各章の参考文献情報

• 索引参照編

政策立案者とその
パートナー機関

プラス活動
の計画に取り組む
実施者

プラス活動
に携わる技術者

より深い情報を求
める利用者

図 見やすさと使いやすさを追求したクックブックのレイアウト

各章の項目はレシピと呼ぶ１つのまとまり

から構成されています。それぞれのレシピ

は上位のレシピから導かれています。概要

と本文から構成され、本文の横にある

欄には、本文を補う情報や参考文献を紹介

しています。

クックブックは、 プラスの成り立ちの経緯や

システム設計を解説した【導入編】、 プラスの

仕組み森林炭素の計測、報告、検証について解説し

た【計画編】、森林炭素モニタリングの具体的方法

について解説した【技術編】、さらにより深い情報

を解説付きで紹介した【参照編】の４編から構成さ

れています。

それぞれの編では、左図のような読者を想定して

います。

図 プラス・クックブックの目次と想定読者

プラス実施ガイドライン、 プラス・クックブックは、森林総合研究所のホームページ内にある 研究開発センタ

ーのサイト（ ）からダウンロードできます。また、 プラス・クッ

クブックの印刷版をご希望の方は、 研究開発センター（ ） までご連絡下さい。

図 1　見やすさと使いやすさを追求したクックブックのレイアウト

図 2　REDD プラス・クックブックの目次と想定読者

図 3　REDD プラス実施ガイドライン

各章の項目はレシピと呼ぶ１つのまと
まりから構成されています。それぞれ
のレシピは上位のレシピから導かれて
います。概要と本文から構成され、本
文の横にある info 欄には、本文を補う
情報や参考文献を紹介しています。

クックブックは、REDD プラスの成り立ちの経緯や
システム設計を解説した【導入編】、REDD プラスの
仕組み森林炭素の計測、報告、検証について解説し
た【計画編】、森林炭素モニタリングの具体的方法に
ついて解説した【技術編】、さらにより深い情報を解
説付きで紹介した【参照編】の４編から構成されて
います。

それぞれの編では、左図のような読者を想定して
います。

二国間オフセット・クレジット制度（JCM）での利用を想定し、
REDD プラスの制度面、政策面の指針を提案しました。
要点は以下の通り。
○　対象とする REDD プラスの活動は、カンクン合意に基づき、(a) 

森林減少からの排出の削減、 (b) 森林劣化からの排出の削減、 
(c) 森林炭素蓄積の保全、 (d) 持続可能な森林経営、 (e) 森林炭
素蓄積の強化、に寄与するものとする。

○　用いる衛星画像の解像度を 30m 以上、森林・非森林の区分
精度を 80% 以上とするなどの条件を示した。

○　参照レベルの開発方法として得られるデータ量に応じて３段階
の方法を示した。




